
                    
 
 
 

 
 
 
 
 

５５日間の１学期が無事終了しました 
この１学期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月６日（月）・７日（火）と

２日間の授業を行った後、４月８日（水）から５月１７日（日）まで、実に２４日間の臨時休

業を余儀なくされました。 

５月１８日（月）の学校再開後も、毎日の検温やアルコールによる手指消毒の徹底、

校舎内の消毒などを行うとともに、いわゆる「三つの密」をさけるため、「学校での

新しい生活様式」をもとに児童への指導を徹底したり、音楽科や体育科などの「実

技教科」における「感染リスクが高い教育活動」を先送りしたりするなどして、新型

コロナウイルスの感染リスクの低減を図ってきました。 

保護者の皆様、地域の皆様のご理解とご協力により、学校再開後も新型コロナウ

イルスの感染が発生することなく、無事５５日間の１学期を終了し、本日の「終業式」

を迎えることができました。 

臨時休業期間中も学校再開後も多大なご心配とご苦労をおかけした保護者の

皆様、本校児童を温かく見守ってくださった地域の皆様に、改めて感謝申し上げま

す。 

 

「夏休み」は８月１８日（火）まで 
 須賀川市の小・中学校では、臨時休業で実施できなかった授業時数の確保のた

め、今年の「夏休み」はいつもより短くなります。期間が短い上、なかなか遠くへの

「お出かけ」が心配な状況ですが、事故やけがのない、充実した「夏休み」を過ごし

てほしいと思います。 

                        

 夏季休業日 ８月１日（土）～８月１８日（火） 

（学校閉庁日 ８月１１日（火）～８月１４日（金）） 

＊閉庁日には、学校が職員不在となります。 

第２学期始業式 ８月１９日（水） 

 

令和 2 年度 須賀川市立白江小学校 学校だより 

のびのび～みんなが笑顔の学校～ 

第５号 

発行：令和 2年７月３１日  発行責任者：校長 善方 威浩 

＜教育目標＞ 

自ら考え判断し、豊かな心でたくましく生きぬく子どもの育成 

『やさしい子』 『考える子』 『たくましい子』 



緊急時の学校への連絡について 
先の『学校だより』第４号でお知らせしたことですが、７月から、学校への緊急連絡

に対応するため、下記のようにしております。「夏休み」中の土・日と学校閉庁日に

つきましても同様です。緊急の際は、どうぞ下記の要領でご連絡ください。 

（１） 土曜日・日曜日・祝日・学校閉庁日（長期休業中の市教委で定めた期間）は、 

終日、学校の電話を留守番電話に設定いたします。 

（２） 事故の発生等、学校への緊急の連絡が必要になった場合は、急ぎ学校の電

話番号（０２４８－６５－２１９１）にお電話ください。電話番号に変更はありません。

留守番電話の設定中であるメッセージが流れますので、①お名前、②ご用件

③折り返し連絡する電話番号、を録音してください。 

（３） 録音いただいたメッセージは、教頭の携帯電話に転送されます。折り返し、録

音いただいた電話番号に教頭よりご連絡いたします。 

（４） お名前と電話番号が録音されていなかった場合、折り返しのご連絡ができま

せんので、ご注意ください。 

 

あなたは、どうしたら、もっとステキな白江小になると 

おもいますか？ あなたのかんがえを書いてください。 

 児童が自分たちの学校や学校生活をどうとらえているのか、また、それをより良

いものにするためにどうすればいいと考えているのかを尋ねてみたいと考え、 

このようなアンケートを取りました。 

 その結果、全学年を通して最も多かったのが、 

あいさつをしっかりすれば、ステキな白江小になる 

でした。これは、裏を返せば、多くの児童がこれを自分のこととして自覚していると

いうことです。学校だけではなく、ご家庭でも日々ご指導いただいているからだと、

感謝申し上げます。 

 １～３年生で多かったのは、次のようなものでした。 

① いじめをしない  ② けんかをしない  ③ なかよくする 

④ きまりを守る 

 ４～６年生で多かったのは、次のようなものでした。 

① いじめをしない、いじめをなくす  ② みんなで助け合う  ③親切 

④ ほかの学年や学校と交流する  ⑤ 全校生での活動を増やす 

また、特に６年生からは、「高学年と低学年が触れ合う活動を増やしたい」「幼稚園

と遠足がしたい」など、具体的ですてきな提案もありました。 

これらは、２学期に向けて職員で共有し、実現できるものから実現させていきた

いと思います。（児童からの具体的な提案内容は、次号でお知らせします。） 


